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１．はじめに 

 近年、福岡トンネルにおけるコンクリート片剥落事故等により、コンクリート構造物の劣化現象が顕在化

したことで、コンクリートの耐久性確保への関心が高まっている。現在では、このような背景によって、コ

ンクリートの耐久性確保の観点から、単位水量推定試験方法の提案や測定装置の製品化が進み、現場におけ

る生コンの受入れ検査として活用されるに至っている。 

 本稿では、躯体構築工事において実際に実施した単位水量試験について、試験方法の相違により導き出さ

れた試験結果の特徴について考察する。 

２．単位水量試験概要 

2.1 使用材料および仕様 

 躯体コンクリートに使用した材料と仕様を表-１および表-２に示す。 

2.2 コンクリート配合 

 躯体コンクリートの配合を表-３に示す。低熱ポルトランドセメントを使用し、強度管理材齢が 91 日であ

ったにもかかわらず、水セメント比の上限が５５％と制限されていたため、設計基準強度に対する配合強度

は過大となっている。目標スランプは季節によって異なり、混和剤（高性能ＡＥ減水剤、ＡＥ剤）にて調整

を行った。 

2.3 試験方法 

 製造時試験方法は、高周波加熱法（電子レンジ）で、規定の試験方法に準拠して行った。 

また、荷卸し時試験方法は、①高周波加熱法（電子レンジ）、②エアメータ法（注水法）、③連続ＲＩ法の 3

種類で、それぞれの試験方法に準拠して行った。 

３．試験結果 

 季節・配合・ミキサの種類別に整理した単位水量試験結果を図-１から図-４に示す。 

この図では、製造時の単位水量を図中の丸点（赤）で示し、荷卸し時の単位水量を棒グラフにて示している。 
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 また、図中の横実線

（青）は示方配合におけ

る単位水量を示し、横破

線（桃）はレディーミク

ストコンクリートの単

位水量測定管理値であ

る±15kg/m3 を表して

いる。 整理した結果に

よると、製造時試験結果

と比較した荷卸し時に

おける試験方法の違い

が測定結果に及ぼす影

響については、高周波加

熱法では春季が若干少

なく、夏季は逆に若干多

くなったが、その差異は

小さく、結果に及ぼす影

響は小さいと考える。 

一方、エアメータ法（注

水法）においては、春季には少なく、冬季には多くなる傾向を示した。また、連続ＲＩ法については、特異

な性質は認められず、似かよった結果を示した。  

次に、測定水セメント比と圧縮強度試験結果の関係を荷卸し時の試験方法別に図－５～図-７に示す。 

この図では、横実線（茶）で設計基準強度、横波線（黒）で配合ごとの配合強度を示している。また、示

方配合における水セメント比を縦実線（赤）で、管理値である±15kg/m3 時の水セメント比を縦波線（桃）で

示している。整理した結果によると、荷卸し時に採取した供試体による強度試験結果と測定水セメント比と

の関係については、若干の特徴を有してはいるものの、測定単位水量の差異、即ち測定水セメント比の差異

が強度試験結果に及ぼす影響は小さいと考えられる 

４.まとめ 

（１）製造時（高周波加熱法）、荷卸し時(エアメータ法)の場合、差異が大きく一定の特徴があった. 

（２）製造時荷卸し時における試験方法が同じ（レンジ）場合、若干の誤差はあるもののその差異は小さい 

（３）製造時（高周波加熱法）、荷卸し時（連続ＲＩ法）の場合、様々な条件であっても差異が小さい 
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